
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１４日、２４春闘・夏季手当の会社回答を受け、浦和コミュニティセンターにおいて「２０２４春闘

回答報告集会」を開催しました。今集会には６０名を超える仲間が結集し、会社回答・職場実態・経営

姿勢に対する怒りが多く出されました。 

≪参加者からの発言≫ 
◼ 多くの組合員が格差のついたベアに強い怒りを持っている！ 

◼ 職場でアンケートを取り組み未加入者も回答した。ベアへの格差や他企業より低い額に対し不

満が出される。エルダーからは今の賃金ではモチベーションが上がらないとの声もある。 

◼ 回答内容がわかりにくい。数字に騙されてはならない。「ベア平均 10,580円」としているが、

平均に届くのは一部管理者のみで、まやかしだ。格差も過去最大になり納得できない。 

◼ 一部しか支給されない手当や、既に決定済みの処遇改善も含めて「賃上げ」として世間にアピー

ルする会社姿勢とその質に対して怒りを感じる。 

◼ 夏季手当 2.7ヶ月は昨年比で０．５ヶ月しか変わらない。物価上昇を考えると実質的にはほと

んど増えていない。 

◼ 歴史的物価高に対し生活向上分が必要。労働力を売る身として、ベア満額獲得は譲れない。 

◼ カットされた定昇を戻さない会社の回答に納得できない。 

◼ 数字は大きく見えるが、他企業は満額回答の一方で私たちは物価上昇にも届かない。

休日出勤や多客対応で奮闘し、コロナ前の収入を達成した努力に報いていない。 

このままではモチベーションが低下し離職者が増えるばかりだ。 

◼ 委員会や業務研究を頑張っても管理者の実績にされている。 

「職責を重視」と言うが、そんな管理者の方が高い賃上げなのは納得できない。 
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更なるたたかいを推し進め、組織強化・拡大を勝ち取ろう！


